
森林が生活環境を守ってくれるんです !

地球温暖化等の影響により、猛暑や干ばつ、豪雨などの異常気象が生じており、その対策が求めら
れています。更には、温暖化の原因となっている二酸化炭素（CO2）を削減し、脱炭素社会の実現
を目指す必要があります。
令和元年東日本台風により、津久井地域の山林は未曾有の被害を受けました。これは、昭和30年
代に植林された人工林がその後の林業の衰退により、間伐などの整備がされていないことも一因に
なっています。光合成により、CO2 を固定してくれる木は、伐採しても利用せず放置したままだと
朽ちてCO2 を発します。伐採木を木材に加工し活用することで、CO2 を固定するとともに、木の
持つ抗菌作用、湿度調整機能などが発揮されます。
このように私たちの生活環境を守ってくれる木を建材・家具・木工品などに活用し、更に地元材を
使うことで地元林業の再生の源にもなります。
今、自然環境にとっても、住環境にとっても、地元材の活用が求められています。
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マグロのお寿司、 元は海に泳ぐ魚から。

木材は、 森に生えていた樹木から。
材木商は、 木材・建材・住宅機器の専門店。ずらっ
と並んだ様々な樹種の木材や建材は見ているだけで
ワクワクしませんか？
ここから様々な現場へ材木が旅立っていきます。

気のせいではなく木

の精です。 木の立場

から皆さんとコミュニ

ク ー ションをとりた

いそう思っていますJ>

製
材 家は様々な樹種、 部位の材木で作られます。木

を知り尽くした製材所 、 材木店、 大工 、 設計士
の知恵と技術が詰まっています。
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【木の部位参考図】

部位の呼び名は地域や業種に

よって異なり製材方法（切り方）

は用途によって様々に変化します。
白太

材木商は材木のス ー パ ー マ ー ケット

あらゆる材木て作られる家

I輩ヽ障子は大トロ

提供：井上製材所

「柾目」てす。
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提供：創和建設

東京都内のジョ ー ）レ ー ムに展示中の「SDGs障子」は
全てさがみはら津久井産材で制作されました。障子
の枠は細いにも関わらず開け閉めや張り替えなど負荷
が掛かるため、 目の真っ直ぐな「柾目」が使われます。
希少部位「柾目」の特徴が発揮される舞台です。

さがみはら津久井産材公式キャラクタ ー

「津久井ノキさん」
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［木業者専用L|NEスタンプ発売中］

森林のはたらきによって作

られた栄養分は、 河川を通

じて海に運ばれ、 プランク

トンを増やし、 魚の繁殖で

きる環境をつくります。

素材を活かした木製ガ ー

今 、 相模原市の小学校の学習机は、 さがみはら津
久井産材の天板に変わってきています。その中に
は「ナラ枯れ」により伐採されたナラの木材も使
用されています。やむなく伐採された木も無駄に
せず生活の中に取り入れ、 有効活用をしています。

「林業者専用LINEスタンプ」

「林業者専用LINEスタン

strationed by Eichan 

好評に付き、第二弾も発売しちゃいま
した。林業者の皆さんはちろん、意外
と使える専門用語で日常に森林の風を
吹かせちゃってください。

全ての部位は無駄にしません。

相模原に木のガ ー ドレ ー ）りが設置されました！素
材を活かして街並みを美しく、 これも素材を知れ
ばこそ、 ですね。
これからどんどん増えて行くといいですね。

（さがみはら津久井産材利用促進 ・ 普及啓発事業補助金J

ご存知ない方も多いかもしれませんが
9ヽ「さがみはら津久井産材Jの利用に対し

て相模原市の補助金制度が適用される
ケ ー スがあります。 詳細な条件につい
ては相模原市のホ ー ムペ ー ジヘ！
（右のQRコ ー ドから詳細ご覧いただけます）

作：M太郎
作画：さとうあや

さがみはら津久井産材利用促進・普及啓発事業補助金に関する詳細はコチラ↑
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